
　市木小学校は、５・6年生を対象にSUP（スタンド
アップパドルボード）体験を行いました。児童らは
SUPで同校近くの市木川をスタートし、ゴールであ
る河口までの約３キロの距離を川下りしました。途中、
方向転換の方法なども学びながら約１時間かけて漕ぎ
進み、無事に全員がゴールすると児童らの表情は達成
感に満ちていました。

　　大自然の中でSUPを楽しむ9　6

　みやざきの『道づくりを考える女性の会』交流会が、
串間市文化会館で行われました。県内10地区の女性の
会や、国や県の高速道路関係者ら約110人が参加。初
めに、宮崎河川国道事務所の大嶋一
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範
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所長と延岡河川
国道事務所の島川浩一所長による高速道路の整備状況
などの基調講演が行われました。その後、各地区の代
表者が意見発表として要望活動や視察の報告、高速道
路ができることによるメリットなどを紹介し、早期開
通の重要性を訴えました。その後は「串間のみちを考
える女性の会」の15周年記念式典が行われ、齊藤チヅ
子会長が「早期開通に向けて今後も努力していく」と
あいさつしました。 

　　高速道路早期開通へ結束固める9　28

　国の天然記念物に指定されている都井岬に生息する
岬馬。その岬馬の健康管理や害虫駆除のため、毎年秋
に行われる伝統行事「馬追い」が行われました。都井
御崎牧組合の組合員や宮崎大学農学部の学生など約
130人が参加。参加者らは同組合の指示のもと、馬が
逃げないよう手に持った棒で進路を作り柵の中へと追
い込んでいました。翌日には寄生虫やダニの駆除剤の
投与、個体識別のための印付けなどが行われました。
都井岬には現在、101頭の岬馬が生息しています。

　　野生馬を追い込む伝統行事9　28　　�市内５地域連携組織とパートナシップ協定10　1

　市制施行７０周年記念
事業「SDGs推進事業」
の一環で9月から11月
までの間、市内の８小
学校で「SDGs講座」が
行われています。本市

とSDGs推進の連携協定を締結した株式会社宮崎日日
新聞社の職員が講師となり、児童は同社の記事を通じ
てSDGsの理解を深めています。都井小学校では５・
６年生１１人が参加。児童は初めにSDGsの意味や17の
目標について講師から説明を受けた後、同社の学習支
援サービスを使って市内の記事を検索し、その中から
SDGsに関連しているものを見つけて、17の目標のう
ちのどれに当てはまるかを発表しました。今後は市民
向けの講座も予定しています。

　本市の酒蔵会社である寿海酒造株式会社は、市制施
行70周年を記念して、市制70周年記念ロゴマークを自
社商品に施した記念ボトルを製造しました。市役所で
行われた「市制施行70周年記念ボトル」の贈呈式には、
同社代表取締役社長の國府紀
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さんから市長へ、前鶴
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営業部長から副市長へ記念ボトルを手渡しました。
國府社長は「串間市民の方にも喜んでいただき、串間
市制施行70周年を一緒に盛り上げていければ」と話し
ていました。 

　　70周年記念ボトルでお祝いを9　24
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10月６日に本市の３大イベントの１つである第41回福島港
花火大会が行われ、会場となった福島港周辺はたくさんの
来場者でにぎわいました。
今年は串間市制施行70周年を記念して、例年より多い約
5,000発の花火が２部編成で打ち上げられ、第２部では音
楽に合わせて美しい彩りの大輪が次々と打ち上がり、会場
内は感動の空気に包まれました。

今月の表紙

TOPICS
くしまトピックス

　深いところに落ちたときや方向転
換するときが難しかったけど、無事
にゴールできてうれしかったです。
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　身近なことがSDGsにつながっている
ことを知れてよかったです。ゴミ拾いを
して少しでも貢献したいと思いました。
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　本市は、市内５地区にある地域連携組織と協働によ
る地域づくりパートナシップ協定を締結しました。協
定は、本市と同組織の役割や情報共有の必要性を明
確化し、協働で地域の課題解決を目指す活動を持続的
に推進するために締結。市役所で行われた締結式には、

「まちづくり協議会『チーム本城』」「都井地区あかり会」
「北方地区地域連携組織北方秋山郷の会」「絆の里いち
き」「地域連携組織Fukushima支え隊」の会長・郷長が
出席しました。「チーム本城」の鎌

かま
田
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芳
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のり

会長は「互助輸
送や通学支援など、現在の活動をさらに活発にしてい
きたい。そして他組織とも連携して一緒に地域の課題
を解決していけたら」と話していました。

　　�児童が新聞記事を通じて�
SDGsの理解深める
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